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１．目的  

 中小河川に対する水防体制の強化が課題となってい

る昨今、避難勧告等の発令目安は各基準水位観測所に

おける「はん濫危険水位」の超過とされている。しかし

近年は、短時間強雨に伴う急激な水位上昇が観測され

ており、水位が上昇した危険な状況での避難や、逃げ遅

れるケースも発生している。一方で、空振りを恐れず避

難勧告等が頻繁に発令される状況が続けば、住民の避

難行動の減少に結びつく可能性も指摘されている 1。そ

こで、我々は水防体制の的確な判断支援として、力学系

理論に基づく水位予測 2,3,4の活用を目指している。本手

法は、河川水位と観測雨量および予報雨量のみから簡

便に河川水位を予測可能であり、水文情報に乏しい中

小河川を含む多くの河川への適用が考えられる。本研

究は、実用化に向けたケーススタディを目的とし、平成

30 年実証事例に対し、予測手法の精度検証を実施した。 

２．予測対象河川  

 ２．１ 淀川水系桂川 

 京都府淀川水系桂川を対象とし、学習データには、京

都府より提供頂いた、2006 年以降の予測対象地点（保

津橋）および上流（殿田）の水位、気象庁 1km メッシ

ュ解析雨量 5の 1時間値を用いた（図 1上、表 1）。 

 ２．２ 白川水系白川 

 熊本県白川を対象とし、学習データには、水文水質デ

ータベース 6 より取得した、2006 年以降の予測対象地

点（陣内）の水位および気象庁 1km メッシュ解析雨量

の 1時間値を用いた（図 1下、表 1）。 

表 1 学習データ概要 

 
流域面積 

（km2） 
学習洪水 

メッシュ雨量 

平均面積（km2） 

桂川 

（保津橋） 
1100 

2006～2016 年 9 月 

12 洪水（Max. 6.81m） 
121 

白川 

（陣内） 
480 

2006～2015 年 

21 洪水（Max. 7.95m） 
49 

 ２．３ 雨量の参照方法 

 1km メッシュの雨量値を用い、おおよそ流域を網羅

するように設定した各地点に対し、その周辺を領域平

均したものを当該地点の雨量値として利用した（表 1）。 

３． 検証事例 

 避難判断水位を超過した、平成 30 年台風 20 号（桂

川）および、平成 30 年 7月豪雨（白川）の事例を検証

対象とした。水位は京都府河川防災情報 7および水文水

質データベース、雨量は気象庁 1kmメッシュ解析雨量・

降水短時間予報を用い、6時間先までの水位（1時間値）

を 30 分間隔で予測した。 

 

図 1 水位予測地点と雨量参照地点および参照水位計の位置 

３．水位予測結果 

 ３．１ 桂川（保津橋） 

 水位上昇の時間帯を良好に予測した（図 2）。ここで、

実測の累積雨量に対する予報雨量の誤差および、実測

水位に対する予測水位の誤差を図 3 に示す。いずれも

横軸は実測時刻で統一した。水位予測誤差は、1時間先

で±50cm程度、3時間先で±1m前後であり、予報雨量

の誤差が大きい時間帯で増大する事が示された。 
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図 2桂川 平成 30年台風 20号 6時間先予測 

 

図 3桂川 （上：予報雨量誤差、下：予測水位誤差） 

 ３．２ 白川（陣内） 

 1 時間先予測は良好である一方で、3 時間先以降は、

水位変動傾向が度々変化した（図 4、図 5）。ここで、実

測雨量を用いて予測した場合は、6時間先まで良好な予

測精度が得られた（図 6）ことから、予測誤差の要因と

して予報雨量の不確実性の影響が大きいことが分かる。 

 

図 4白川 平成 30年 7月豪雨 6時間先予測 
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図 5白川 （上：予報雨量誤差、下：予測水位誤差） 

 

図 6白川 平成 30年 7月豪雨 6時間先予測（実測雨量） 

４．水防活動への活用可能性  

 水防活動の意思決定において、基準水位超過が一つ

の指標となる。そこで、避難判断水位超過のリードタイ

ムを表 2にまとめた。職員の招集や地域の巡回等、意思

決定への活用が有効であることが示唆された。 

表 2 水位超過のリードタイム 

地点 
参照 

雨量 

避難判断水位 
超過時刻 

（実測） 

超過時刻

（予測） 

超過を予測 

した時刻 

リード 

タイム 

桂川 

保津橋 

実測 8/24 

3:30 

8/24 5:30 8/24 0:30 3時間 

予測 8/24 6:00 8/24 1:00 2.5時間 

白川 

陣内 

実測 
7/7 

3:30 

7/7 4:30 7/6 23:30 4時間 

予測 
7/7 1:30 
7/7 4:30 

7/6 20:30 
7/7 2:30 

7時間 

1時間 

５．結論  

 本研究では、2 河川を対象に力学系理論に基づく水位

予測を実施した。意思決定への活用の可能性が示唆さ

れた一方、予報雨量誤差が水位予測の精度に大きく影

響することが明らかになった。今後の課題として、予報

雨量参照方法の改良等が挙げられる。 
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